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【主な研究成果】
　１）これまで測例がなかった希薄ＭｇＹＺｎ試料ならびにＭgYCoNi系試料における偏析層内のクラスター配列秩序評価のため、これらの試料の低温へき開破面形成を試み、AFM観察を試みた。MgYCo系試料についてはL12クラスターの偏析層における面内配列像を取得することに成功した。MgYZｎの希薄組成試料については低温下でのへき開試験、鍛造後のへき開試験など、種々の方法を試行したものの、原子面レベルでの平坦破面試料を得ることはできなかった。
　２）希薄MgYZｎ合金における加工効果のＩｎ－ｓｉｔｕＳＷＡＸＳ解析による評価： Mg-0.4Zn-1.0Y並びにその周辺の希薄組成において、鍛造によるε＝１～２．５の加工を溶体化処理後に加えた試料に定速昇温ならびにIsothermal熱処理をくわえ、LPSO/CAL/CANaP形成過程を調べた。　ε＝１．０以上の加工材では、未加工材の昇温過程とくらべて数十度程度低温側で明確なクラスター形成と面内配列化が観察されることが明らかになった。これは熱処理プロセスの低温化を可能にするという意味でも興味ある結果である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【今後の展望】
　溶体化試料の加工後熱処理のキネティクスについて、その促進効果は認められたが、アモルファス試料の解析（ActaMater2016）の場合のような明確な活性化エネルギーは得られていない。今後より定量的な知見を得るための解析を進める。
【具体的な成果】
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　　　H.Okuda et al., International conference of small-angle scattering, Taipei, Nov.2025
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